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平成１８年第３回竜王町議会定例会（第１号） 

平成１８年９月７日 

午後３時００分開会 

於 議 場 

１ 議 事 日 程（１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第７５号 竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を

改正する条例 

日程第 ４ 議第７６号   竜王町障害者自立支援条例 

日程第 ５ 議第７７号   竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第７８号 竜王町居宅介護支援事業所の設置および管理に関する条例を

廃止する条例 

日程第 ７ 議第７９号 竜王町水道布設事業分担金徴収条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議第８０号 竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議第８１号 平成１８年度竜王町一般会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議第８２号 平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号） 

日程第１１ 議第８３号 平成１８年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第１２ 議第８４号 平成１８年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１３ 議第８５号 平成１７年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第１４ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１３名） 

 １番  寺 島 健 一  ２番  川 嶋 哲 也 

 ３番  勝 見 幸 弘  ４番  村 井 幸 夫 

 ５番  近 藤 重 男  ６番  圖 司 重 夫 

 ７番  若 井 敏 子  ８番  竹 山 兵 司 

 ９番  辻 川 芳 治  １０番  岡 山 富 男 

 １１番  西   隆  １２番  山 田 義 明 

 １３番  中 島 正 己    

３  会議に欠席した議員 

 な   し 

４ 会議録署名議員 

 １番  寺 島 健 一   ２番  川 嶋 哲 也  

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長  山 口 喜 代 治  代 表 監 査 委 員  小 林 德 男 

助 役  勝 見 久 男  教 育 長  岩 井 實 成 

住 民 福 祉 主 監  池 田 純 一  産 業 建 設 主 監  三 崎 和 男 

政 策 推 進 課 長  小 西 久 次  総 務 課 長  青 木  進 

生 活 安 全 課 長  福 山 忠 雄  住 民 税 務 課 長  山 添 登 代 一 

福 祉 課 長  北 川 治 郎  健 康 推 進 課 長  松 浦 つ や 子 

産業振興課長兼農
業委員会事務局長 

 川 部 治 夫  建 設 水 道 課 長  田 中 秀 樹 

出 納 室 長  竹 山 喜 美 枝  教 育 次 長  村 地 半 治 郎 

教 育 課 長  松 村 佐 吉     

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長  布 施 九 蔵  書 記  古 株 三 容 子 
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開会 午後３時００分 

○議長（中島正己） 皆さん、こんにちは。 

 ただいまの出席議員数は、１３人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成１８年第３回竜王町議会定例会を開会いたします。 

 会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。山口町長。 

○町長（山口喜代治） 皆さん、こんにちは。平成１８年第３回竜王町議会定例会の

開会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

まず初めに、秋篠宮さま第３子男のお子さまのご誕生おめでとうございます。

心よりお祝いを申し上げます。 

いよいよ実りの秋、早生品種の収穫の時候となってまいりました。議員各位に

はご多用の中、全員ご出席をいただき、誠にありがとうございます。日頃は、議

会活動をはじめ町政運営に格段のご高配を賜り、厚くお礼を申し上げる次第でご

ざいます。 

去る８月２８日には、山之上農林公園内に高速道路利用組合が建設されます温

泉保養施設の起工式がとり行われ、また１つ竜王町の観光施設ができることに、

町といたしましても喜ぶところでございます。 

また、先週の３日には、平成１８年度の滋賀県総合防災訓練と併せまして竜王

町総合防災訓練を開催いたしましたところ、議員各位には早朝よりご参加をいた

だき、誠にありがとうございました。本年は、竜王町の第２防災区を対象に訓練

を実施いたしました。各地区区民の皆さんが早朝から熱心に訓練に取り組んでい

ただき、万一の時の大きな教訓になったと思っております。竜王町は災害に強い

まちづくりを目指しています。各地域で自主的な災害訓練を数多く取り組んでい

ただくことを願うものであります。 

さて、今期定例会に提案させていただく案件は、条例改正４件、新規条例１件、

廃止条例１件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予算３件、水道事業会計決

算認定１件の１１件であります。また、今会期中に人事案件２件、工事請負契約

案件２件を追加提案させていただく予定をしておりますので、どうか慎重にご審

議を賜り、ご承認を賜りますようお願いを申し上げ、誠に簡単でございますが、

開会にあたりましてのごあいさつといたします。 

○議長（中島正己） これより本日の会議を開きます。 

 皆さんのお手元に、議会諸般報告書ならびに竜王町議会会議規則第１１９条の
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規定による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお願いいたします。

なお、説明は省略いたしますので、ご了承願います。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（中島正己） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、１番 寺島健一議員、２番 川嶋哲也議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 会期の決定 

○議長（中島正己） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から９月２２日までの１６日間

といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島正己） ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日か

ら９月２２日までの１６日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、ご協力のほどをお願い申し上げます。 

 それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第７５号 竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改

正する条例 

日程第 ４ 議第７６号   竜王町障害者自立支援条例 

日程第 ５ 議第７７号   竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第７８号 竜王町居宅介護支援事業所の設置および管理に関する条例を廃

止する条例 

日程第 ７ 議第７９号 竜王町水道布設事業分担金徴収条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議第８０号 竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議第８１号 平成１８年度竜王町一般会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議第８２号 平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号） 

日程第１１ 議第８３号 平成１８年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算（第３



 - 5 - 

号） 

日程第１２ 議第８４号 平成１８年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１３ 議第８５号 平成１７年度竜王町水道事業会計決算認定について 

〇議長（中島正己） 日程第３ 議第７５号から日程第１３ 議第８５号までの１１

議案についてを一括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。山口町長。 

○町長（山口喜代治） ただいま一括上程いただきました議第７５号から議第８５号

までの１１議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。まず、議第

７５号から議第８４号までの１０議案につきまして提案理由を申し上げます。 

 議第７５号、竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正

する条例につきましては、障害者自立支援法が平成１８年１０月１日から施行さ

れ、これを受けて身体障害者福祉法が同日一部改正されることに伴いまして、竜

王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正するものであり

ます。 

 改正の内容につきましては、条例第１０条の２第２号中「身体障害者福祉法（昭

和２４年法律第２８３号）第３０条に規定する身体障害者療養施設」を「障害者

自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第５条第１２項に規定する障害者支援

施設」に改めさせていただくものであります。 

 次に、議第７６号、竜王町障害者自立支援条例につきまして提案理由を申し上

げます。 

 ご承知のとおり、障害者福祉サービスにつきましては、これまで身体障害者福

祉法、知的障害者福祉法、精神保健福祉法でそれぞれ決められておりまして、こ

のため、それぞれの基準に基づいてサービスの提供および利用がされてきたとこ

ろでありますが、障害者に対するサービス利用の円滑化と福祉の増進を図ること

を目的に、昨年の１０月３１日に国会におきまして障害者自立支援法が成立し、

同１１月７日に公布されたところであります。 

 制定されました障害者自立支援法は、障害者の地域での自立を支援する観点か

ら、これまで障害者の種別ごとで異なる法律に基づいて提供されてきました福祉

サービス、公費負担医療等について共通の制度のもとで一元的にサービスを提供

する仕組みに改められたものであります。 

 新しい事業体系への移行は、本年１０月から段階的に進められますが、利用者

負担の仕組み等につきましては、本年４月から既に施行されているところであり
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ます。今議会に上程させていただきました本障害者自立支援条例につきましては、

法の完全施行に伴いまして、町、町民の責務および事業者の責務、障害程度区分

審査会の設置、町が事業主体となります地域生活支援事業、サービス利用計画の

作成等に関する資料の提示および罰則等を定め、法の円滑な施行と障害者および

障害児の福祉の増進、障害者等が能力や適性に応じて自立した日常生活と社会生

活が営めるような地域社会の実現に資することを目的に本条例を制定するもの

であります。 

本条例は、本文全９条からなるもので、条例の施行日は、本年１０月１日から

です。なお、この条例の施行に伴いまして、竜王町障害者支援費の支給に関する

条例および竜王町障害程度区分等審査会の委員の定数を定める条例を廃止いた

しますとともに、竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関

する条例の一部改正を併せてさせていただくものでございます。どうぞよろしく

ご審議を賜りますとともに、条例の詳細につきましては担当課長から説明させま

すので、よろしくお願いいたします。 

 次に、議第７７号、竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例につきまし

ては、健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、竜王町国民健康保険条

例の一部を改正するものであります。 

 条例第５条につきましては、前期高齢者であります７０歳から７４歳の国民健

康保険被保険者で所得制限により一部負担金が２割になっている方につきまし

て、平成１８年１０月１日から３割負担になることから、条文の整備を行うもの

であります。 

 条例第６条につきましては、少子化対策等の観点も踏まえ、出産育児一時金に

ついて 30 万円を 35 万円に改めたいものであります。 

 次に、議第７８号、竜王町居宅介護支援事業所の設置および管理に関する条例

の廃止について提案理由を申し上げます。 

 介護保険法の改正により、平成１８年４月１日から竜王町介護予防支援事業所

を立ち上げいたしました。高齢化社会の一層の進行によります高齢者の要介護者

の増加や、認知症高齢者の増加は避けて通れない状況にあります。今後は、健康

づくりや介護予防施策をはじめとした健康福祉施策の構築と、さらに充実した介

護予防サービスを提供する体制づくりが求められております。 

 町では、介護予防支援事業所を地域包括支援センターに位置づけ、主任ケアマ

ネージャーや保健師、社会福祉士等が中心となって高齢者の生活の総合的な支援



 - 7 - 

を実施しており、今回、竜王町居宅介護支援事業所については、この９月末日を

もって廃止したく、この条例の廃止をお願いするものであります。 

 次に、議第７９号、竜王町水道布設事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

につきまして、提案理由を申し上げます。 

 新たに水道布設を行う場合、その事業により特に利益を受ける加入者より分担

金を負担していただいております。条例第２条におきまして、分担金の計算方法

が規定されておりますが、分担金から控除することとなっている起債額を削除す

るものであります。 

 また、条例第４条におきまして、徴収の方法がその年度内に徴収すると規定さ

れておりますが、工事を行った年度内にすべてを徴収することができないことも

あり、削除するものであります。なお、ほかは文言整理でございます。 

 次に、議第８０号、竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

につきましては、障害者自立支援法が平成１８年１０月１日から施行され、これ

を受けて身体障害者福祉法が同日一部改正されることに伴いまして、竜王町消防

団員等公務災害補償条例の一部を改正するものであります。 

 改正の内容につきましては、条例第９条の２第１項第２号中「身体障害者福祉

法（昭和２４年法律第２８３号）第３０条に規定する身体障害者療護施設」を「障

害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）第５条第１２項に規定する障害者

支援施設」に改めさせていただくものであります。 

 次に、議第８１号、平成１８年度竜王町一般会計補正予算（第２号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算第１号までの予算額が 47 億

9,530 万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ 17 億 7,200 万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 65 億 6,730 万円といたしたいもの

でございます。 

 今回の補正予算の主なものとしましては、本年１０月の障害者自立支援法完全

施行に伴い、相談支援の充実を図るため開設をいたします障害者生活支援センタ

ーの業務委託料、通所施設利用者の軽減対策扶助費の新設、学校施設における児

童の安全を確保するため竜王小学校プールの改修工事、去る７月１９日から２０

日にかけての豪雨により発生いたしました農業用施設の災害に対します復旧工

事など、各事業費の増額ならびに将来における安定的な財政運営の確立に向けて、

町債の借換えによる公債費の平準化を行うための償還元金および償還利息の増

額をお願いするものでございます。 
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 また、地方債補正といたしまして、町債の借換えにかかる追加をお願いするも

のでございます。 

 次に、議第８２号、平成１８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第２号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算

第１号までの予算額が 7 億 3,439 万 6,000 円でございます。今回、総額に歳入歳

出それぞれ 4,262 万 6,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

７億 7,702 万 2,000 円といたしたいものでございます。 

 補正予算の主な内容といたしまして、健康保険法等の一部を改正する法律の施

行に伴い、出産育児一時金 30 万円を 35 万円に引き上げを行うことから、竜王町

国民健康保険におきましても同様の対応をいたしたく、出産育児一時金の額の引

き上げを行うための増額および市町村間の保険税の平準化と国保財政の安定化

を図るため、高額医療費共同事業と併せて、レセプト１件にあたり 30 万円を超

える医療費を対象に、県単位の各国民健康保険団体連合会が徴収した各市町村の

拠出金をもとに、各市町村に対して交付金を交付する保険財政共同安定化事業の

実施に伴う増額、また、平成１７年度療養給付費等負担金の確定によります国庫

負担金超過分の返還金の増額でございます。 

 歳入では、新規事業の保険財政共同安定化事業交付金が 3,906 万 1,000 円、出

産育児一時金の増額にかかる一般会計繰入金が 30 万円、その他繰越金が 326 万

5,000 円のそれぞれ増額でございます。 

 歳出では、出産育児一時金が 45 万円、保険財政共同安定化事業拠出金および

事務費拠出金で 3,906 万 3,000 円、国庫負担金返還金の償還金が 311 万 3,000 円

のそれぞれ増額をお願いするものでございます。 

 次に、議第８３号、平成１８年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算（第

３号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第２号）ま

での予算額が８億 9,454 万 1,000 円でございます。今回、平成１７年度老人保健

医療事業の確定精算におきまして、後期高齢者の高額医療費の精算額に変更が生

じましたことから、歳入予算の組み替えをいたしたいものでございます。 

 補正予算の内容は、支払基金交付金の医療費交付金過年度分が 4,000 円の減額、

国庫負担金の医療費負担金過年度分が 2,000 円、県負担金の医療費県負担金過年

度分が 1,000 円、一般会計繰入金が 1,000 円のそれぞれの増額をお願いするもの

でございます。 

 次に、議第８４号、平成１８年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号）
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につきましては、現在お認めをいただいております当初予算額が５億 3,500 万円

でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ 576 万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ５億 4,076 万円といたしたいものでございます。 

 補正予算の内容といたしましては、歳入予算では、４月の制度改正に伴う介護

給付費にかかる国と県の負担割合の一部変更による国庫負担金・県負担金の組み

替えを、歳出予算では、介護給付の給付状況に伴います一部介護給付費の組み替

えと、平成１７年度の介護保険給付費交付金等について額が確定したことに伴う

返還金をお願いするものでございます。 

 歳入では、国庫負担金が 925 万円の減額、県負担金が 925 万円、一般会計繰入

金が 20 万 5,000 円のそれぞれ増額でございます。 

 歳出では、賦課徴収費が 11 万 7,000 円、認定調査費等が８万 8,000 円、保険

給付費にかかる居宅介護サービス給付費が 4,200 万円、同じく局宅介護サービス

計画給付費が 1,200 万円、同じく高額介護サービス費が 100 万円、第１号被保険

者保険医療還付金が 10 万円、国庫負担金等の返還金の償還が 545 万 5,000 円の

それぞれの増額を、保険給付費にかかる施設介護サービス給付費が 1,500 万円、

同じく地域密着型介護サービス給付費が 3,500 万円、同じく介護予防サービス給

付費が 500 万円のそれぞれ減額をお願いするものでございます。 

 以上、議第７５号から議第８４号までの１０議案につきまして提案理由を申し

上げたところでございますが、議第７６号および議第８１号につきましては、詳

細について担当課長から説明をさせますので、よろしくご審議を賜り、ご承認を

いただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（中島正己） 北川福祉課長。 

○福祉課長（北川治郎） ただいま山口町長より提案説明のありました議第７６号、

竜王町障害者自立支援条例につきまして、担当課から詳細説明をさせていただき

ます。 

   条例の第１条は、条例の目的を定めております。障害者自立支援法の施行に伴

いまして、法令に定めるもののほか必要な事項について条例で定めることとして

おり、障害者および障害児の福祉の増進と地域での生活と自立を図ることを目的

とすることを定めております。 

   第２条は、町の責務を定めております。施設から地域へという法の趣旨に沿い、

障害者自らが選択した地域で自立した日常生活が営めるよう、本町における障害

者等の生活実態を把握し、自立に必要な給付および支援事業を総合的・計画的に
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行うことを定めております。また、障害者等の福祉に関し、情報の提供、相談お

よび調査・指導を行うこと、さらには意思疎通について支援が必要な障害者等が

障害福祉サービスを円滑に利用することができるよう必要な支援をすることや、

障害者等に対する虐待防止に努めること、さらには障害者等の権利擁護について

必要な支援を行うことを定めております。 

   第３条は、町民の責務を定めております。障害者自立支援法では、障害者等が

住み慣れた地域で安心して生活ができるよう支援することを旨としており、障害

者等が有する能力・適正に応じて自立した生活が営めるような地域社会の実現に、

町民の協力をいただくよう定めております。 

   第４条は、事業者の責務を定めております。第１項では、指定事業者等は事業

を行うにあたっては、障害者等の人格の尊重と障害者等が有する能力・適正に応

じ、自立した日常生活が営めるよう、町をはじめ関係機関と連携を取りながら福

祉サービス、また、相談支援を効果的に行うよう定めております。 

   第２項では、指定事業者等は、提供するサービス等の質について評価し、質の

向上を図ることを定めております。 

   第３項では、指定事業者等は、障害者等の人格尊重と法令の遵守、さらには忠

実な職務の執行を定めております。 

   第４項では、指定事業者等が障害者等および障害児の保護者に対してサービス

の内容の十分な説明と同意、プライバシーの保護、職務上知り得た秘密の保持等

を定めております。 

   第５条は、障害程度区分等審査会について定めております。 

   第１項では、委員の定数を２８名以内と定めております。 

   第２項では、委員となる者の資格要件を定めております。 

第３項では、委員の任期を２年と定めております。 

   第４項では、委員の再任を妨げないことを定めております。 

   第６条は、法の定めにより町が実施する地域生活支援事業について定めており

ます。第１項では、法第７７条第１項に掲げる地域生活支援事業を行うことを定

めております。 

   第２項では、地域生活支援事業のうち規則で定めるものの利用について、利用

者に一部負担をいただくことについて定めております。 

   第３項では、費用の一部負担について減額または免除できる旨を定めておりま

す。 
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   第４項では、前第２項に定める負担金額を定める場合、法に定められている自

立支援給付の支給と均衡を保つよう定めております。 

   第７条は、サービス利用計画の作成等のための資料の提示について定めており

ます。 

   第１項では、サービス利用計画を作成するにあたり、障害者等および障害児の

保護者等の同意があれば、指定相談支援事業者からの請求に応じて、障害程度区

分の認定に関する資料を同事業者職員に提示できることを定めております。 

   第２項では、障害者等および障害児の保護者等の同意があれば、意見書の書面

を記載した医師等からの請求に応じ、障害程度区分の認定に関する資料を提示す

ることができることを定めております。 

   第３項では、障害者等および障害児の保護者等の同意があれば、認定調査を行

った指定相談支援事業等からの請求に応じ、障害程度区分の認定に関する資料を

提示することができることを定めております。 

   第４項では、障害程度区分の認定に関する資料の提供を受けた者に対する知り

得た秘密の守秘義務を定めております。 

   第８条は、規則への委任を定めております。 

   第９条は、罰則について定めております。法第９条第１項、法第１０条第１項

および法第２４条第２項または法第２５条第２項の定めに違反した場合には、10

万円以下の過料を科すことができる旨を定めております。 

   付則の第１条は、条例の施行日を平成１８年１０月１日から施行する旨を定め

ております。 

   第２条・第３条は、本条例の施行に伴い、竜王町障害者支援費の支給に関する

条例および竜王町障害程度区分等審査会の委員の定数等を定める条例を廃止す

ることを定めております。 

   また、第４条では、竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償

に関する条例の一部改正を行うものであります。 

   同条例別表第１中区分欄の「障害程度区分等審査会委員長」を「障害程度区分

等審査会会長」に改め、その次に「合議体の長」を加え、「日額報酬を 16,000 円」

とするものであります。 

   以上、議第７６号、竜王町障害者自立支援条例の内容の説明といたします。よ

ろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

○議長（中島正己） 青木総務課長。 
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○総務課長（青木 進） ただいま町長から、議第８１号、平成１８年度竜王町一般

会計補正予算（第２号）について提案理由の説明があったわけでございますが、

さらにその内容につきまして、お手元配付の補正予算の概要により説明させてい

ただきます。 

   平成１８年度竜王町一般会計予算の総額は、お認めをいただいております補正

予算（第１号）までの予算額が 47 億 9,530 万円で、今回補正予算（第２号）と

して歳入歳出それぞれ 17 億 7,200 万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ 65 億 6,730 万円とするものでございます。 

   補正予算の主な内容といたしましては、まず歳入予算では、交付見込み額の算

定により、交通安全対策特別交付金が 40 万円の増額、障害者自立支援法の施行

に伴い、施設利用者等に対し支援を図るための障害者自立支援緊急特別対策事業

費県補助金が 59 万 9,000 円の増額、県の事業見直しに伴い、近江米サバイバル

プラン県補助金が 200 万円の減額、去る７月１９日から２０日にかけての豪雨に

より発生いたしました山中地先および七里地先における農業用施設の災害に対

する農業用施設災害復旧費県補助金が 275 万円の増額、竜王小学校が事業推進校

として認定を受けたことによります豊かな体験活動推進事業県委託金が 46 万円

の増額、前年度繰越金が 5,410 万 7,000 円の増額、各自治区にて防災訓練実施時

に活用いただいております訓練用水消火器の購入に対する消防協会の助成事業

が認められましたことから、防火防災訓練用資器材助成金が 57 万 5,000 円の増

額、将来的にも安定的な財政運営を図るため、取り組みを行います公債費の平準

化にかかる各目的別の借換債が 17 億 1,490 万円の増額などでございます。 

   次に、歳出予算の主なものといたしましては、法人町民税の確定等に伴う町税

の過年度還付金が 160 万円の増額、障害者自立支援法の施行に伴い、町における

相談支援体制の充実を図るため開設をいたします障害者生活支援センターの設

置委託料が 94 万 5,000 円、専門的な相談に対応するために、東近江圏域にて共

同で取り組みを進めます精神障害者生活支援センター事業負担金が 54 万 6,000

円、通所施設利用者の支援を図るための負担軽減対策費扶助費が 74 万 8,000 円

のそれぞれ増額、現在 24 地区において実施または実施を予定いただいておりま

すおたっしゃ教室について、さらに実施地区の拡大を図っていくために、おたっ

しゃ教室委託料が 72 万円の増額、本年６月の予防接種法改正に伴い、５歳児が

混合ワクチン接種対象となったことから、麻しん・風しん予防接種委託料が 80

万円の増額、県の事業見直しにより近江米サバイバルプラン推進事業補助金が
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200 万円の減額、木造住宅の地震に対する安全性の向上を図り、地震に強いまち

づくりを推進するため耐震改修の実施に対し交付する木造住宅耐震・バリアフリ

ー改修費補助金が 50 万円の増額、児童の障害・けがなどにより使用時の不便を

解消するために、竜王小学校において一部トイレの洋式化および階段への手すり

などの設置にかかる改修工事、経年劣化によりプール内部の防水シートとコンク

リート製躯体の間に水の停滞が起こることにより水質の悪化が懸念されること

から、プール内部の防水処理にかかる改修工事で 1,471 万 2,000 円の増額、公民

館のボイラー釜内部の水漏れを修繕するための費用が 123 万 9,000 円の増額、町

債の借換えに係る償還元金が 17 億 1,643 万 1,000 円、今年度償還日以降に発生

する利子の精算分が 2,097 万 3,000 円のそれぞれ増額、町内２ヵ所で発生した農

業用施設の災害復旧工事が 550 万円の増額などでございます。 

   地方債補正につきましては、町債の借換えに係る総務管理債が 2,530 万円、企

画債が 2 億 2,400 万円、社会福祉債が 5,970 万円、道路橋梁債が 1 億 7,400 万円、

都市計画債が 7 億 6,890 万円、消防債が 3 億 2,010 万円、小学校債が 190 万円、

社会教育債が 7,000 万円、幼稚園債が 6,130万円、給食センター債が 970 万円の

それぞれ限度額の追加をお願いするものでございます。 

   以上、誠に簡単でございますが、平成１８年度竜王町一般会計補正予算（第２

号）の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（中島正己） 山口町長。 

○町長（山口喜代治） 続きまして、議第８５号、平成１７年度竜王町水道事業会計

決算認定につきまして、提案理由を申し上げます。 

   平成１７年度竜王町水道事業会計の決算につきましては、去る６月２２日に町

監査委員の審査を終えまして、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき、

議会の認定に付するものでございます。事業の概況、経営状況等につきましては、

平成１７年度につきましても常に経営の健全化と施設の効率的な維持管理に努

めてきたところでありますが、収益的収支におきまして、収益が２億 9,396 万

2,902 円で、費用が２億 8,451 万 4,295 円となり、944 万 8,607 円の純利益とな

ったものでございます。 

   詳細につきましては、担当課長より説明をさせますので、よろしくご審議を賜

り、ご認定いただきますようお願いを申し上げ提案の説明といたします。 

   以上、議第７５号から議第８５号までの１１議案につきまして、順を追って提

案理由を申し上げましたので、よろしくご審議を賜り、ご承認いただきますよう
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お願いを申し上げ提案の説明とさせていただきます。 

○議長（中島正己） 田中建設水道課長。 

○建設水道課長（田中秀樹） ただいま町長から提案理由を申し上げました議第８５

号、平成１７年度竜王町水道事業会計の決算内容について、説明を申し上げます。 

   最初に、平成１７年度の事業の概要について申し上げます。水道事業につきま

しては、常に経営の健全化と施設の効率的な維持管理に努め、事業の運営を行っ

てまいりました。本年度の給水人口は 1 万 2,672 人で、前年度より 52 人の減少

となっています。また、年間総配水量は 167 万 8,983 ㎥であり、前年度より 2,343

㎥の増加となりました。そのうち県水受水量は 147 万 1,319 ㎥でありまして、総

配水量の 87.6％を占めております。年間有収水量につきましては、150 万 6,945

㎥であり、前年度より 2 万 1,461 ㎥の増加でありました。増加の原因といたしま

しては、家庭用使用量や工業用使用量が増加したものではないかと思われます。 

 経営状況につきましては、収益的収支の収益の総額は２億 9,396 万 2,902 円で、

前年度と比較いたしますと 690 万 2,062 円の減少となりました。しかし、この収

入の中には町からの補助金 1,350 万円が含まれています。 

 一方、費用の総額は２億 8,451 万 4,295 円で、前年度と比較しますと 1,205 万

3,423 円の増加となりました。費用の増加につきましては、水源地の井戸現況調

査委託料や修繕費などの増加によるものでございます。 

 以上のことから収益、費用、差引き決算額といたしましては、944 万 8,607 円

の純利益となったものでございます。今後も引き続き、水道事業の運営につきま

しては、さらに経費の節減等に努めながら事業の推進を図ってまいりたいと考え

ております。 

 それでは、決算書に基づきまして、決算の内容をご説明いたします。 

 まず、１ページの平成１７年度竜王町水道事業決算報告書をご覧ください。第

３条予算の収益的収支の収入でございますが、水道事業収益といたしましては、

営業収益と営業外収益を合わせまして、決算額が３億 786 万 3,923 円で、そのう

ち仮受消費税は 1,390 万 1,021 円でございます。 

支出におきましては、水道事業費といたしましては、営業費用と営業外費用を

合わせまして決算額が２億 9,793 万 2,219 円で、そのうち仮払消費税は 1,041万

524 円でございます。 

次に、第４条予算の資本的収支の収入でございますが、資本的収入といたしま

しては、企業債と他会計負担金を合わせまして決算額が 8,134 万 8,750 円で、そ
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のうち仮受消費税は 4 万 1,000 円でございます。 

支出におきましては、資本的支出といたしましては、建設改良費と企業債償還

金を合わせまして決算額が１億 3,393 万 9,160 円で、そのうち仮払消費税は 235

万 5,750 円でございます。 

したがいまして、差引、資本的収入額が資本的支出額に不足する額 5,259 万 410

円は、建設改良積立金 1,889 万 9,409 円、当年度損益勘定留保資金 3,331 万 7,667

円および当年度消費税資本的収支調整額 37 万 3,334 円で補てんいたしました。 

次に、３ページの損益計算書をご覧ください。営業収益といたしましては、給

水収益とその他営業収益を合わせまして２億 7,530 万 9,123 円、営業費用といた

しましては、原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費、減価償却費、資産減耗

費およびその他営業費用を合わせまして２億 7,223 万 2,228 円、したがいまして、

営業利益は 307 万 6,895 円でございます。 

営業外収益といたしましては、受取利息および配当金、補助金、加入金および

雑収益を合わせまして 1,865 万 3,779 円、営業外費用といたしましては、支払利

息および企業債取扱諸費の企業債利息と雑支出を合わせまして 1,228 万 2,067円

で、営業収支は 637 万 1,712 円の黒字、したがいまして、経常利益は 944 万 8,607

円となりました。特別利益、損失はございませんので、当年度純利益は同じく 944

万 8,607 円、前年度繰越利益剰余金は 4,288 万 9,167 円でございますので、当年

度未処分利益剰余金は 5,233 万 7,774 円となるものでございます。 

次に、７ページの剰余金処分計算書（案）をご覧ください。これは、地方公営

企業法第３２条第１項で、利益が出た場合は、利益の２０分の１以上を減債積立

金に積み立てなければならない。また、任意積立金にも積立できるとなっている

ことから、平成１７年度の利益 944 万 8,607 円の一部を積み立てるものです。当

年度未処分利益剰余金といたしましては、３ページから４ページでご説明申しま

すとおり 5,233 万 7,774 円で、利益剰余金処分額といたしましては、減債積立金

に 400 万円を積み立て、建設改良積立金に 300 万円を積み立てたくご提案を申し

上げるものでございます。積み立てたといたしますと、翌年度繰越利益剰余金は

4,533 万 7,774円になります。 

次に、貸借対照表をご覧ください。まず、資産の部です。固定資産といたしま

しては、有形固定資産は土地、建物、構築物などを合わせまして 17 億 6,700 万

9,666 円、無形固定資産は施設利用権のみで 1,245 万 5,659 円、投資はございま

せんので、固定資産合計として 17 億 7,946 万 5,325 円となるものでございます。 
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次に、９ページの流動資産といたしましては、現金預金、未収金および貯蔵品

を合わせまして１億 8,466 万 1,771 円でございます。したがいまして、資産合計

は、19 億 6,412 万 7,096 円となるものでございます。 

次に、負債の部です。固定負債といたしましては、修繕引当金のみでございま

して 240 万円、流動負債といたしましては、未払金と前受金を合わせまして 6,572

万 3,630 円でございます。したがいまして、負債合計は 6,812 万 3,630 円となる

ものでございます。 

次に、資本の部です。資本金といたしましては、自己資本金は繰入資本金と組

入資本金を合わせまして３億 8,799 万 8,281 円、借入資本金は企業債のみで 2 億

5,497 万 8,064 円、したがいまして、資本金合計は 6 億 4,297 万 6,345 円となる

ものでございます。 

次に、剰余金といたしましては、資本剰余金は、受贈財産評価額、工事負担金

および工事補助金を合わせまして 11 億 3,638 万 7,628 円、利益剰余金は、減債

積立金、建設改良積立金および当年度未処分利益剰余金を合わせまして１億

1,663 万 9,493 円でございます。したがいまして、剰余金合計は 12 億 5,302 万

7,121 円となりまして、資本合計は 18 億 9,600 万 3,466 円、負債資本合計は 19

億 6,412 万 7,096 円となるものでございます。 

なお、１１ページから付属書類といたしまして、これらの細部資料を添付して

おりますのでご覧いただきたいと思います。 

以上、平成１７年度水道事業会計決算についての内容説明とさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中島正己） それでは、ここで決算審査報告をお願いいたします。小林代表

監査委員。 

○代表監査委員（小林德男） それでは、決算審査の結果についてご報告を申し上げ

ます。これにつきましては、去る８月１７日付けをもちまして、町長宛てに『平

成１７年度竜王町水道事業会計決算審査意見書』という形で提出させていただき

ました。この写しが皆さまのお手元にあろうかと思いますので、これに基づきま

してご報告を申し上げたいと思います。 

   まず、審査の対象でございますが、平成１７年度竜王町水道事業会計決算関係

書類および業務状況ならびに証馮類、関係諸帳簿、出納取扱金について実施をい

たしました。 

   次に、審査の期日でございますが、平成１８年６月２２日に実施させていただ
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きました。 

次に、審査の内容および結果についてでございますが、決算書類の審査にあた

りましては、運営面において予算に沿った執行となっているか、また、地方公営

企業法の規定に則り、企業の財政状態および経営成績を適正に表示しているか、

経済性を基本とした運営がなされてきたか、等について主眼をあてて審査を行い

ました。 

計数につきましては、各々正確であるかを詳細に精査をいたしました。また、

関係諸帳簿、証憑類は定められた規定により適正に処理されているか検査を行い、

さらに取扱金の出納状況や滞納整理状況についても関係者の説明を聴取しなが

ら慎重に実施いたしました。 

次に、もう少し詳しく申し上げます。まず、１番目に経営の状況についてでご

ざいますが、平成１７年度の経営状況は、まず基本となります給水戸数は 25 戸

増加しまして、3,479 戸となりました。また、給水人口については 52 人減少し、

1 万 2,672 人となっております。給水戸数の増加の主な要因は、住宅団地の世帯

増加によるものでございます。 

一方、配水量につきましては年間で 167 万 8,983 ㎥となりまして、前年度と比

較いたしまして水量で 2,343 ㎥、率にいたしまして 0.1％、それぞれ増加をいた

しております。有収水量につきましては年間で 150 万 6,945 ㎥となり、同じく前

年度比較で 2 万 1,461 ㎥、率にいたしまして 1.4％、それぞれ増加した結果とな

っております。 

このように、給水人口の減少がありましたが、事業収入の根幹を占めます有収

水量が増加したことが給水収益の増加につながった原因であると言えます。 

有収水量の増加につきましては、一部特定企業先の大口減少がありましたもの

の、一般家庭用の使用量としては全体として増加したこと。２番目に、営業用に

つきましても特定先にて増加があったこと等により、全体といたしましては、上

記のとおり増加した結果となりました。 

このように、平成１７年度の営業状況は、有収水量が前年度に引き続き増加し

たこともあって、給水収益を含む営業収益が２億 7,530 万 9,123 円となり、前年

度と比較して 383 万 7,607 円増加した結果となりました。 

また、営業外収益については、住宅団地開発による加入金の増加があったもの

の、町からの補助金収入が大幅に減少したこともあって、営業外収益全体では

1,865 万 3,779 円となりました。前年度比較で 1,073 万 9,669 円減少いたしてお
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ります。この結果、水道事業収益全体では、２億 9,396 万 2,902円となりました。

前年度に比較いたしまして、690 万 2,062 円減少した結果となりました。 

一方、支出面におきましては、営業費用面において、県水の契約水量増加に伴

う受水費の増加、水源地調査のための調査委託料の大幅な増加等があったことに

より営業費用全体が大幅に増加いたしております。また、営業外費用では、企業

債残高が減少したことに伴いまして支払利息が減少したことが主な要因となり

まして、営業外費用全体が減少をいたしました。 

   以上により、水道事業費全体では２億 8,451 万 4,295 円となりました。前年度

に比較いたしまして、1,205 万 3,423 円増加した結果となりました。この結果、

経常利益におきまして 944 万 8,607 円の黒字となりましたが、前年度と比較いた

しますと、1,895 万 5,485 円の大幅な減少となっております。 

   ２番目に予算の執行状況についてでございますが、収益的収支のうち支出面に

おいて営業費用で多くの不用額が発生しておりますが、諸経費の節減努力による

ものと併せまして、一部の項目において見込み額より少なかったことが主な理由

でありまして、事業の性格から見てやむを得ないものと判断いたしますが、今後

なお一層、予算の作成段階から資本的収支・収益的収支いずれにつきましても、

項目ごとに十分検討を行った上で予算計上されることが必要であると考えます。 

   ３番目に、企業債について申し上げます。１７年度の企業債の発行・償還なら

びに残高は上記の表のとおりでございます。当年度の発行額は 3,990 万円であり

ますが、これはすべて借換えに伴う発行でありまして、事業の実施に伴う発行は

前年度に続き皆無でございました。なお、当年度の償還は、計画どおり順調に償

還されているものと認めます。 

   ４番目に、一般会計からの繰入金についてでございますが、平成１７年度中の

一般会計からの繰入金は 1,350 万円でありまして、前年度と比較いたしまして

1,100 万円の大幅な減少になっております。 

   ５番目に、有収水量の推移についてでございますが、平成１７年度の有収水量

は 150 万 6,945 ㎥となっておりまして、前年度に比較いたしまして２万 1,461㎥

の増加、率にいたしまして 1.4％の増加となっています。 

   また、有収率は 89.75％となりまして、前年度と比較いたしまして 1.15％増加

した結果となりました。有収率が前年度に比較して増加しておりますが、これは

前年度から２年連続して増加していることになりまして、収益増加の要因の１つ

になっていることが伺えます。有収水量・有収率とも、企業としての収益性を高
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める上で重要な項目でありました。今後とも、この数値が向上するよう努力され

ることを期待いたします。 

   次に、６番目といたしまして、未収金についてでございますが、平成１８年１

月末現在の使用料未収金は 2,233 万 2,814 円となっておりまして、前年同期に比

較いたしますと 282 万 7,956 円増加いたしております。この未収金残高は、下の

表にもありますとおり年々増加しており、増加額自体も年々増加し、直近２年間

は未収金の年間増加額が 250 万円を超える金額にまでなってきております。 

   この未収金の整理回収につきましては、担当部署を中心に日々ご努力をいただ

いているところではありますが、これだけの金額が毎年未収金として増加してい

くことは、水道事業会計全体の大きな問題点となってきていると考えるべきであ

ります。 

   未収金減少対策としては、毎年の決算審査意見書で申し上げておりますとおり、

個々の滞納先について個別の事情に応じたきめ細かい交渉を継続的に実施して

いく必要がありますが、それと同時に、減少目標金額を設定した上で具体的な施

策を実施していくことが必要であり、このことを十分認識した上で取り組みされ

たいと考えます。 

   ７番目に不納欠損処理についてでございますが、平成１７年度の不納欠損処分

は、件数で６件、金額で 17 万 4,544 円の処理がなされております。処理の内容

につきましては、いずれも規定に則って処理をされており適切であると認めます。 

   最後に、総評を申し上げます。 

   平成１７年度水道事業会計決算状況の審査を実施いたしました。審査にあたり

まして、関係諸帳簿との照合、計数の確認を慎重に行いました。その結果、特に

指摘すべき事項は見当たりませんでした。また、諸経費につきましては、節減の

ため日々努力をしていただいていることは感じることができました。 

   １７年度の決算状況は、減収減益の結果となりましたが、前述のとおり、収入

面では町からの補助金収入が大幅に減少したこと、また支出面では、原水及び浄

水費が大幅に増加したことが主な要因であります。しかしながら、経常利益にお

きましては、前年度比較で大幅に減少したものの確実に利益を計上しており、ほ

ぼ良好な内容での決算でありました。 

   以下に、今回の決算審査を通じまして感じた点について意見として申し上げま

す。 

   まず第１点目は、県水の未達水量についてであります。現在、県から購入して
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おります水の購入費用のうち、未達水量にかかる費用が近年増加してきておりま

す。今後も増加していくのではないかと懸念されることであります。この費用に

つきましては、県水を購入するにあたり、県との間で契約水量が決められること

から、契約水量と実際に使用した水量の差額を未達料金として県に支払いするこ

とによる費用の発生でありますが、水道事業会計としましては、確実にコストと

して計算しなければならない費用となってきております。これが増加してきてい

ることが気になるところであります。 

   未達水量が発生すること自体につきましては、水道事業の原点である商品が

「水」という生きるための絶対的な必需品であることを考えますと、不足させる

ことができないこともあり、ある程度余裕をもって契約水量を取り決めることが

必要であることは理解できますし、この考え方を否定するものではありません。 

   しかしながら、近年、未達水量が確実に増加してきており、これが未達料金の

増加につながってきていることを考えた場合、何らかの対策を検討しなければな

らない時期になってきているのではないかと考えます。 

   もとより、未達水量を皆無にすることは事業の性格から見て不可能ではありま

すが、できる限り減少させていくための努力を行うことは当然のことながら必要

であると判断いたします。この問題につきましては、今後の水道事業のコスト要

因の１つであることを町全体として十分認識をしていただき、対策に取り組んで

いただくことを期待いたしまして、問題提起とさせていただきます。 

２番目に未収金残高でございますが、この問題につきましては、昨年度の意見

書でも同じ内容のことを申し上げましたが、平成１７年度においても未収金は残

念ながら増加した結果となっております。 

平成１７年度末における未収金の概要は前述したとおりでありますが、平成１

８年１月末におけます未収金残高は、水の売上である給水収益のほぼ１ヵ月分に

近い数字にまで増加をしてきております。このことは、上記の未収金が仮にすべ

て回収不能となった場合、１ヵ月分の売上がすべて消滅してしまう計算になりま

す。したがって、このことを町全体の課題として十分認識した上で、滞納整理を

はじめとする業務に取り組んでいただくと同時に、未収金減少の明確な数値目標

をもって取り組んでいくことが必要であると考えます。 

以上、今回の決算審査を通じて感じた点について申し上げました。地方分権制

度が推進されます中で、地方自治体の財政健全化の必要性が全国的な課題となっ

てきており、このため、一層の歳出の削減とともに、自主財源の確保にも努めな
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ければならない状況になってきていると言えます。 

このような状況の中で、水道事業会計においても、公営企業としての本質を踏

まえた上で、より一層の効率化を追究しながら、収益的にはある程度の収益を確

保できる健全な経営を目指すことによって、最終的には住民の福祉向上に寄与で

きるよう努力されることを期待いたしまして、総評といたします。以上でござい

ます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１４  議員派遣について 

〇議長（中島正己） 日程第１４ 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。会議規則第１１９条の規定により、お手元に配付のとおり

議員を派遣することにいたしたいと思います。なお、緊急を要する場合は議長に

おいてこれを決定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

［｢異議なし｣の声あり］ 

〇議長（中島正己） ご異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いたし

ました。なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告していただくよう

お願いいたします。 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

本日の議事日程は、全部終了いたしました。これをもって本日の会議を閉じ、

散会いたします。大変ご苦労さまでございました。 

散会 午後４時２０分 


